
●
木
戸
明
に
つ
い
て
調
査

し
た
概
要
を
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
資
料
は
「
中
村
市

史
」
、
「
木
戸
家
の
歴
史
」

上
岡
正
五
郎
著
、
「
幕
末

足
軽
物
語
」
南
寿
吉
作
、

「
樋
口
真
吉
日
記
」
渋
谷

雅
之
著
を
主
に
、
一
部
ネ
ッ

ト
の
情
報
か
ら
調
査
し
た

も
の
で
す
。

●
木
戸
明
は
樋
口
真
吉
と

は2
1

歳
の
年
齢
差
が
あ

り
、
明
治
期
の
教
育
者
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
人
物
な
の
で
、
真
吉

と
の
接
点
は
無
い
よ
う
な

印
象
で
す
が
、
意
外
に
も

幕
末
の
中
村
と
京
都
で
密

な
接
点
が
あ
り
ま
し
た
。

●
木
戸
明
は
天
保
５
年

（
１
８
３
４
）
６
月
、
幡

多
屈
指
の
資
産
家
吸
田
家

の
３
代
目
廣
之
助
の
子
と

し
て
こ
の
地
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
嘉
永
４
年
（
１
８

５
１
）
、
学
問
の
道
を
志

し
て
京
へ
の
ぼ
り
、
帰
京

後
游
焉
塾
（
ゆ
う
え
ん
じ
ゅ

く
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
中
村
尋
常
中
学

校
の
開
校
と
共
に
招
か
れ
、

つ
い
で
高
知
中
学
、
第
四

中
学
中
村
分
校
の
教
職
の

間
も
游
焉
塾
を
続
け
、
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し

た
。
教
育
に
精
進
す
る
こ

と
５
０
年
、
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）
９
月
１
３

日
、
教
育
者
と
し
て
多
大

な
功
績
を
残
し
て
８
３
才

の
生
涯
を
終
わ
り
ま
し
た
。

●
天
保
四
年
（1
8
3
5

）

に
坂
本
龍
馬
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
木
戸
明
は

坂
本
龍
馬
と
ほ
ゞ
同
じ
世

代
で
真
吉
よ
り
二
十
一
歳

若
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

●
南
寿
吉
の
「
幕
末
足
軽

物
語
樋
口
真
吉
伝
完
結
編
」

で
は
Ｐ
１
８
４
に
以
下
の

一
節
が
あ
り
ま
す
。

◆
文
久
２
年
８
月
４
日

真
吉､

当
番
を
勤
め
る
。

こ
の
日
、
明
日
か
ら
駒
二

郎
が
中
村
に
帰
る
こ
と
を

聞
い
た
。

駒
二
郎(

の
ち､

明
と
改
名

1
8
3
4

～1
9
1
6
)

は
中
村

の
豪
商
・
吸
田
屋
（
木
戸

家
）
の
嫡
男
で
あ
り
、
真

吉
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
。

木
戸
家
か
ら
は
種
々
援
助

を
受
け
て
い
る
真
吉
に
は

駒
二
郎
は
気
に
か
か
る
存

在
だ
っ
た
。

明
は
明
治
に
な
っ
て
教
育

者
と
し
て
活
躍
す
る
。

隷
書
の
達
人
で
あ
っ
た
と

い
う
。
筆
者
未
見
だ
が
、

木
戸
明
が｢

真
吉
も
在
京

し
て
い
る
か
ら
も
っ
と
長

く
京
都
に
い
た
い｣

旨､

中

村
の
実
家
に
送
っ
た
手
紙

の
存
在
は
尊
敬
す
る
先
学

か
ら
聞
い
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
文
章
の
前

半
部
分
に
は
原
典
が
あ
る
。

樋
口
真
吉
日
記
で
あ
る
。

●
文
久
二
年
は
真
吉
に
と
っ

て
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。

真
吉
は
前
年
末
に
吉
田
東

洋
に
見
切
り
を
つ
け
た
。

人
事
は
勝
手
に
自
分
で
行

う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

吉
田
東
洋
を
非
難
す
る

「
存
知
寄
書
」
を
提
出
し
、

高
知
文
武
館
の
役
か
ら
の

罷
免
を
図
り
幡
多
奉
行
所

に
転
任
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
４
月
８
日
吉
田

東
洋
が
暗
殺
さ
れ
、
藩
政

は
保
守
派
が
担
う
こ
と
に

な
り
６
月
に
は
真
吉
を
藩

主
豊
範
の
お
側
役
に
抜
擢
、

真
吉
は
藩
主
の
参
勤
交
代

に
随
行
し
て
京
都
に
向
か

う
こ
と
に
。
途
中
大
坂
で

坂
本
龍
馬
に
出
会
い
一
円

を
贈
っ
た
の
が
七
月
二
三

日
、
そ
の
後
無
事
京
都
藩

邸
に
着
任
し
た
後
に
木
戸

駒
太
郎
が
京
都
か
ら
中
村
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追
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に
帰
る
と
い
う
記
事
が
日

記
に
記
録
さ
れ
た
の
が
閏

八
月
（
九
月
）
四
日
で
あ

る
。
こ
の
時
木
戸
駒
二
郎

は
二
十
七
歳
、
中
村
で
は

真
吉
は
学
問
と
剣
の
師
範

で
も
あ
る
か
ら
真
吉
が
京

都
に
赴
任
し
た
こ
と
は
先

行
し
て
京
都
で
漢
学
を
学

ん
で
い
た
駒
二
郎
は
土
佐

藩
京
都
藩
邸
に
寄
っ
て
真

吉
の
上
京
を
知
っ
た
に
違

い
な
い
。
足
軽
物
語
で
紹

介
が
あ
る
よ
う
に
駒
二
郎

が
手
紙
で｢

真
吉
も
在
京

し
て
い
る
か
ら
も
っ
と
長

く
京
都
に
い
た
い｣

と
実

家
に
書
き
送
っ
た
ら
し
い
。

そ
こ
で
「
木
戸
家
の
歴
史
」

か
ら
こ
の
部
分
の
情
報
を

追
っ
て
み
る
。

●
こ
の
本
は
上
岡
正
五
郎

先
生
の
著
で
、
近
年
の
個

人
情
報
に
う
る
さ
い
時
代

な
ら
と
て
も
出
版
は
出
来

な
い
で
あ
ろ
う
ほ
ど
に
木

戸
家
の
歴
代
の
系
図
は
も

ち
ろ
ん
多
く
の
人
物
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
木
戸
明
に
絞
っ

て
情
報
を
追
う
て
み
る
。

●
木
戸
駒
二
郎
勉
学
歴

七
歳
に
し
て
弓
術
、
剣
術

は
無
外
流
を
学
ぶ
。

九
歳
で
常
照
寺
の
知
恩
師

か
ら
学
問
を
学
ぶ
。

十
三
歳
に
し
て
樋
口
真
吉

に
つ
い
て
文
武
を
習
う
。

文
と
は
四
書
の
講
義
、
武

は
大
石
神
影
流
剣
の
修
行
。

十
五
歳
で
安
岡
良
亮
に
つ

い
て
佐
伝
、
詩
経
、
書
経

の
講
義
を
受
け
漢
学
の
学

問
は
大
い
に
進
ん
だ
。

十
七
歳
で
田
所
左
右
次
に

つ
い
て
砲
術
を
学
ぶ

こ
の
年
木
戸
家
が
大
砲
製

造
料
と
し
て
二
百
両
献
納

し
て
い
る
。

●
京
都
遊
学
歴

「
学
問
は
良
い
師
を
得
て

次
第
に
そ
の
度
を
進
め
た

が
、
そ
れ
で
も
飽
き
足
ら

ず
安
政
四
年
（1

8
5
7

）

五
月
つ
い
に
京
都
遊
学
と

な
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
第
一
回

目
の
遊
学
で
、
「
二
回
目

は
文
久
二
年
六
月
か
ら
九

月
ま
で
滞
在
し
、
孫
子
、

八
大
家
読
本
を
研
究
の
中

心
と
し
た
」
と
あ
る
も

「
こ
の
行
は
た
だ
学
問
の

た
め
の
み
で
な
く
、
天
下

の
大
勢
視
察
の
た
め
で
も

あ
っ
た
ら
し
い
」
と
あ
る

の
で
上
京
し
て
き
た
真
吉

と
の
交
流
も
当
然
あ
っ
た

と
想
定
で
き
る
。
木
戸
家

所
蔵
文
書
に
「
秘
録
」
が

あ
り
、
大
判
和
紙
四
つ
折

り
百
五
十
頁
に
は
「
身
辺

の
こ
と
は
一
句
も
な
く
、

す
べ
て
国
家
の
動
き
や
京

都
の
情
勢
に
う
ず
め
ら
れ

て
お
り
・
・
」
と
い
う
。

ま
た
「
幕
末
時
代
の
彼
は
、

た
だ
に
漢
学
の
み
に
没
頭

し
た
学
問
一
辺
倒
で
は
な

く
、
郷
土
の
周
囲
か
ら
受

け
る
勤
皇
、
国
事
へ
の
息

吹
き
と
、
京
都
で
の
勤
皇

思
想
の
裏
付
け
を
得
て
の

勤
皇
活
動
で
あ
る
。
但
し

彼
の
真
骨
頂
は
あ
く
ま
で

も
学
問
を
通
し
て
の
報
国

で
あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

●
記
述
に
誤
り
を
発
見
。

左
記
に
示
し
た
通
り
文
武

館
が
完
成
す
る
と
木
戸
明

は
文
館
御
用
教
授
取
調
に

任
命
さ
れ
・
・
と
あ
る
が
、

文
武
館
の
完
成
を
文
久
二

年
六
月
と
あ
る
の
は
間
違

い
で
、
文
武
館
の
完
成
は

安
政
二
年
六
月
で
あ
る
こ

と
は
「
樋
口
真
吉
日
記
」

で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
上

岡
正
五
郎
先
生
の
勘
違
い
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で
こ
の
七
年
間
、
駒
二
郎

は
文
武
館
で
真
吉
と
共
に

講
師
と
し
て

青
年
た
ち
を

教
え
る
立
場
で
あ
っ
た
。

彼
の
２
回
目
の
文
久
二
年

六
月
の
京
都
遊
学
は
、
真

吉
は
事
前
に
相
談
も
受
け

た
は
ず
で
あ
る
。
駒
二
郎

は
真
吉
の
六
月
の
出
世
を

知
る
前
に
上
京
し
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
少
な
く
も

真
吉
は
駒
二
郎
の
京
都
遊

学
を
事
前
に
知
る
立
場
に

い
た
は
ず
で
、
京
都
に
着

い
た
時
点
で
駒
二
郎
と
の

連
絡
を
試
み
た
の
で
は
な

い
か
。
真
吉
の
日
記
に

「
明
日
駒
二
郎
帰
ル
ト
云
」

の
九
文
字
の
背
後
に
は
真

吉
の
駒
二
郎
に
対
す
る
万

感
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
し
ま
う
。

●
木
戸
家
は
代
々
商
家
と

し
て
商
い
を
し
て
い
た
家

系
ゆ
え
に
大
坂
や
長
崎
の

情
報
に
は
敏
感
で
あ
っ
た
。

そ
の
表
れ
が
海
防
意
識
で

あ
る
。
木
戸
家
が
大
砲
の

鋳
造
費
用
と
し
て
莫
大
な

献
金
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
「
中
村
市
史
」
に
も
あ

る
。
木
戸
駒
二
郎
に
お
い

て
も
十
七
歳
で
田
所
左
右

次
に
つ
い
て
砲
術
を
学
ん

で
お
り
、
こ
の
年
木
戸
家

が
大
砲
製
造
料
と
し
て
二

百
両
献
納
し
て
い
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

●
そ
れ
ば
か
り
か
青
銅
製

の
大
砲
を
３
８
門
も
鋳
造

し
て
潘
に
献
納
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
渡

川
（
四
万
十
川
）
の
河
原

か
ら
香
山
寺
の
山
複
に
ム

シ
ロ
の
的
を
置
い
て
試
射

を
し
た
と
あ
る
。

こ
の

３
８
門
の
大
砲
が
真
吉
が

命
じ
ら
れ
て
幡
多
沿
岸
十

七
カ
所
に
砲
台
を
構
築
し

た
時
の
大
砲
と
し
て
利
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
木
戸
明
は
真
吉
か
ら
受

け
継
い
で
地
元
教
育
に
邁

進
し
た
生
涯
を
送
っ
た
。

木
戸
明
は
学
問
の
人
で
あ

り
、
そ
の
最
大
の
功
績
は

教
育
者
と
し
て
地
元
教
育

に
専
念
し
た
こ
と
で
あ
る
。

明
は
京
へ
３
度
遊
学
し
て

い
る
が
、
維
新
後
は
、
地

元
に
残
り
、
中
村
大
神
宮

横
の
自
宅
に
「
遊
焉(

ゆ

う
え
ん)

堂
」
を
開
い
て

子
供
の
教
育
に
従
事
し
た
。

左
上
図
は
明
治
十
六
年
の

調
査
で
あ
る
が
、
こ
の
塾

の
概
要
が
描
か
れ
て
い
て

文
久
元
年
創
立
と
あ
る
。

明
治
五
年
廃
す
と
あ
る
の

は
こ
の
年
文
武
館
の
建
物

に
中
村
小
学
校
が
開
校
さ

れ
た
故
で
あ
ろ
う
。

生
徒
数
二
百
人
と
あ
る
。

塾
生
に
は
、
安
岡
雄
吉
・

秀
夫
兄
弟
（
良
亮
息
子
）
、

吉
松
茂
太
郎
（
海
軍
大
将
）
、

仁
尾
惟
茂
（
初
代
専
売
局

長
官
、
貴
族
院
議
員
）

幸
徳
秋
水
ら
が
い
る
。

●
木
戸
明
は
、
中
村
中
学
、

高
知
中
学
（
と
も
に
旧
制
）

で
も
教
壇
に
立
ち
、
高
知

時
代
の
教
え
子
に
、
後
の

首
相
の
濱
口
雄
幸
の
ほ
か
、

野
村
茂
久
馬
（
土
佐
の
交

通
王
）
、
由
比
質
（
旧
制

松
山
高
校
初
代
校
長
）
ら

三
千
人
の
教
え
子
が
い
る
。

木
戸
明
没
後
３
年
（
大
正

８
年
）
、
中
村
小
学
校
校

門
前
に
木
戸
明
銅
像
が
建

て
ら
れ
た
際
、
濱
口
雄
幸

が
資
金
提
供
を
申
し
出
た

手
紙
（
写
し
）
も
展
示
さ

れ
て
い
た
。
銅
像
は
太
平

洋
戦
時
下
、
銅
材
提
供
の

犠
牲
に
な
り
今
は
無
い
。

●
樋
口
真
吉
の
墓
碑
名
は

木
戸
明
だ
と
い
う
文
に
出

会
っ
た
。
「
現
存
の
真
吉

墓
碑
の
揮
毫
者
は
こ
の
木

戸
明
で
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
し
根
拠
は
な

い
。
真
吉
の
墓
に
字
を
書

く
人
、
自
他
と
も
に
適
任

と
見
ら
れ
る
人
、
木
戸
明

し
か
い
な
い
。
」
と
あ
る
。

真
吉
の
墓
碑
の
揮
毫
木
戸

明
説
に
賛
成
し
た
い
。

木
戸
明
の
真
吉
へ
の
敬
慕

の
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
表

現
さ
れ
て
い
る
は
ず
と
考

え
た
い
か
ら
で
あ
る
。

●
右
の
写
真
は
木
戸
明
ご

本
人
の
墓
碑
、
四
万
十
市

内
の
正
福
寺
に
あ
る
。

幸
徳
秋
水
の
墓
も
近
い
。
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え
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堂



●
気
楽
に
顕
彰
会
の
仲
間

に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
ら
返

信
が
来
て
驚
い
た
。
友
人

が
長
野
県
の
大
学
出
身
で

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い

た
が
、
い
き
な
り
今
槍
ヶ

岳
山
頂
か
ら
メ
ー
ル
し
て

い
る
と
返
信
が
来
た
の
で

あ
る
。
私
は
富
士
山
し
か

登
山
の
経
験
が
無
い
の
で

分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く

も
槍
ヶ
岳
山
頂
の
写
真
は

何
度
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
山
頂
か
ら
の
メ
ー
ル

が
着
信
し
た
の
で
び
っ
く

り
で
あ
る
。
慌
て
て
下
山

の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
と

返
信
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
事
は
し
ば
ら
く
し

て
地
元
紙
に
友
人
が
投
稿

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

記
事
に
は
メ
ー
ル
の
事
に

は
触
れ
て
い
な
い
の
で
敢

え
て
下
記
に
メ
ー
ル
の
内

容
も
披
瀝
し
ま
す
。
山
麓

で
は
電
波
が
繋
が
ら
な
い

の
で
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ホ

で
の
交
信
は
出
来
な
い
の

だ
が
山
頂
で
は
電
波
が
繋

が
る
ら
し
い
。
野
村
昌
男

氏
は
樋
口
真
吉
顕
彰
会
を

支
え
て
い
る
幹
部
の
一
人

で
彼
の
祖
父
の
姉
さ
ん
が

樋
口
家
に
嫁
い
で
居
て
樋

口
家
の
縁
者
で
も
あ
る
。

お
陰
で
樋
口
真
吉
顕
彰
会

の
メ
ー
ル
が
槍
ヶ
岳
山
頂

に
足
跡
を
残
し
た
こ
と
に

な
っ
た
。
愉
快
で
あ
る
。

●
六
月
十
四
日
樋
口
真
吉

の
命
日
に
例
年
通
り
顕
彰

会
で
樋
口
家
の
墓
の
清
掃

を
行
い
参
拝
し
ま
し
た
。

僅
か
な
山
道
で
は
あ
る
が

次
第
に
上
り
が
し
ん
ど
い

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

●
樋
口
家
の
墓
地
は
市
内

の
羽
生
山
に
あ
る
の
だ
が
、

登
り
口
に
樋
口
家
の
墓
地

の
所
在
を
示
す
案
内
板
を

建
て
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
い
ざ
こ

れ
を
や
ろ
う
と
す
る
と
管

理
人
が
誰
な
の
か
分
か
ら

な
い
、
何
と
か
目
星
が
付

い
た
と
い
う
段
階
で
す
。

●
龍
馬
ワ
ー
ル
ド
四
万
十

が
成
功
裡
に
終
わ
っ
て
未

だ
９
カ
月
で
す
が
、
次
回

の
和
歌
山
大
会
が
７
月1

2

～1
4

日
で
開
催
さ
れ
る
の

で
、
四
万
十
龍
馬
会
の
メ

ン
バ
ー
と
我
が
樋
口
真
吉

顕
彰
会
も
前
回
大
会
の
お

礼
を
兼
ね
て
土
森
会
長
、

植
田
顧
問
と
寺
尾
が
参
加

し
て
き
ま
す
。

●
酷
暑
の
中
皆
様
方
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
著
中
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記

槍
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岳
に
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